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目的は[鳥取県岩石データベース』の構築であり 3これまでに鳥取県東部及び中部地域

においておよそ 5kmメッシュに 1つの岩盤地質についてサンプリングな行い，順次データ

を進めてきている，今後は鳥取県的部地域にサイトを拡大し，鳥取県全域に分布する岩盤斜面の状

況をデ←タベースイじすることを目標とする.本文では， ~'鳥取県岩石データベース』のうち 9

γて採取した試料により作成した岩石の顕微鏡写真@顕微鏡鑑定結果及び

キーワ…ド; タベースヲ岩盤，

1. Iまじめに

の地盤調査コンサル

タント企業のメンバーにより構成される

タベース作成委員会では，建設事業や地盤防災などに取

り組む技術者や研究者への情報提供として多平成 14

より鳥取県下の岩盤デ、ータの収集@整理を試みた.また，

中高生や A般市民を対象に身近にみられる岩盤地質の紹

介資料，いわば， w石ころ事典Jとしての活用を期待し 3
タイトルを『鳥取県岩石データペース』とした.

ータベースの概要及び鳥取県東部地域における

の詳細については藤村他 1)により報告主れている.

ここではp 岩石デ匂引タベース作成のうち鳥取県東部地

中部地域において採取した岩石試料。により作成し

iこJっし、

て報告する M

2. tJ 
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鳥取県東部@中部地域の地質IK分
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藤村・山仁1• @鳥取県岩石データベース

2. 2岩お試料写真及び顕微錨写真カルテの株式 (3) 同一岩体におし る試料の岩級

3. 

岩石試料写真カルテをl翠ーし顕微鏡写真カノレテを図 2 を自宅見や簡易な現場計測により

した様式1.2の次

示する.カルデ上部の箇所情報は，様式1.1と同じも

る(様式1.1，1.2は参考文献 l

ま

L 4(図 2)とする。岩石試料写真

は，様式1.1 

カ

ータベース

ついて土木工

らミクロ

合ほとん

にとっても馴染み易い仕様となっている.ま

ータベースをインターネ、ソト上でも臼

るようにする蜘
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(4心)採取した各岩級の試料の

(ω5引)これれJらの結果より， 日視や簡易な現場計測による

と一軸圧縮強度の相関性，及てr風化しやすし
と

上記の手)1闘のうち 2 花、崩岩構成鉱物の含有率測定は，

る

ヰド カ と

間P昼点どしてはタ

é~ れていないためヲ順次補充していく必裂がある

また写真の細部合表示す時る必要があるため句高画質@大

となる.さら

主主がある.
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(様式1.3)例カルテ図-1
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@ @ @ @ 主要構成鉱物

副構成鉱物

コメント欄
直に無色鉱物の石英，斜長石，カリ長石，有色鉱物の黒雲母からなり，構成鉱物が等粒状組織を
尽す.顕微鏡的には黒雲母は緑褐色を呈し，斜長石はアルバイト式双晶または累帯構造を示す.
k少量ではあるが角閃石を含む.
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カルテ圏一2
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